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ま
ず
伝
弘
の
心
を

大
本
山
光
明
寺
法
主

宮
　
林
　
昭
　
彦

台
下

鶴
・

ネ新
会
長
の
も
と
ぉ
行

員
が
選
綴
∫
れ
て
、

い
よ
い
よ
浄
青
活

新
年
度
を
迎
え
、
夏
見
裕
書
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

・

動
が
ス
タ
ー
ト
さ
れ
ま
す
こ
と
、
期
待
を
こ
め
て
心
よ

，
一撰
現
に
存
じ
ま
す
。

最
近
と
く
に
感
じ
ま
す
こ
と
は
、
現
代
の
よ
う
な
多
様
化
し
た
価
値
観
の
中
で
、
混
迷
し

た
社
会
に
対
し
て
、
私
た
ち
は
ど
の
よ
う
な
視
座
に
当
た
り
て
発
言
し
た
ら
よ
い
か
と
い
う

こ
と
で
す
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■
　

，）
一

私
た
ち
は
、
宗
門
人
で
す
か
ら
、
当
然
宗
祖
の
念
仏
Ｑ
み
心
を
間
違
い
な
く
、
伝
灯
弘
通

す
る
使
命
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は

一
器
か
ら

一
滴
も
漏
ら
さ
ず

一
器
に
移
す
よ
う
に
、
い
わ

ゆ
る
潟
瓶
の
伝
弘
の
伝
え
方
で
あ
り
ま
す
。
　
　
　
・

三
祖
上
人
は
、
「伝
弘
の
伝
と
は
先
師
に
伝
う
る
な
り
。
弘
と
は
遺
弟
に
弘
む
る
な
り
」

と
仰
言

っ
て
い
ま
す
。
浄
青
会
員
の
皆
様
は
家
庭
の
親
子
関
係
か
ら
、
僧
籍
に
入
ら
れ
て

よ
り
寺
庭
の
師
弟
関
係
が
結
ば
れ
た
わ
け
で
す
。　
一
般
家
庭
で
は
父
の
背
を
見
て
子
供
が
育

つ
と
い
う
讐
え
の
如
く
躾
け
ら
れ
ま
す
が
、
師
弟
関
係
は
、
出
家
生
活
の
心
得
が
加
味
さ
れ

しさ
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

て
、
温
か
さ
だ
け
で
な
く
厳
―

生
死
の
家
に
は
疑
い
を
も

つ
て
所
止
と
な
し
、
涅
槃
の
城
に
は
信
を
も

つ
て
能
入
と
な

す

（選
択
集
）

能
所
の
区
別
な
く
愚
者
に
立
ち
還

っ
て
念
仏
の
ご
同
行
で
す

私
た
ち
は
凡
夫
で
す
か
ら
、

が
、
し
か
し

一
面
能
化
善
知
識
と
な

っ
て
化
導
す
る
立
場
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
観
経
の

『孝
養
父
母
奉
事
師
長
』
の
心
の
上
に
立

っ
て
、
崩
壊
し
て
い
る
家
庭
に
、
信
の
あ
る
、
光

り
輝
く
、
教
化
の
実
を
挙
げ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
次
の
世
代
を
担
う
若
い
人
達

に
、
是
非
と
も
若
い
力
で
現
代
に
念
仏
の
光
を
照
ら
し
て
ほ
し
い
と
念
じ
ま
す
。

神
奈
川
教
区
教
区
長

成

田

光

俊

上
人

浄
青

の
皆
様
に
は
、

つ
ね
に
教
区
事
業
に
ご
協
力

い
た
だ
き
、
且

つ
ご
活
躍
さ
れ
て
お
り

ま
す
こ
と
有
難

い
こ
と
で
す
。
こ
の
度
、
宮
林
会
長
に
は
任
期
を
終
え
ら
れ
ま
し
た
と
の
こ

と
、
ご
苦
労
様
で
し
た
。
歩
巾
ま
れ
ま
し
た
数

々
の
足
跡
、
日
が
た

つ
に
つ
れ
光
り
輝
く
こ

と
と
存
じ
ま
す
。

夏
見
新
会
長
に
は
、
ご
就
任
お
目
出
度
う
ご
ざ

い
ま
す
。
ス
タ

ツ
フ
と
も
ど
も
、
新
年
度

の
計
画
に
思

い
を
め
ぐ
ら
せ
て
い
る
こ
と
と
存
じ
ま
す
が
、
こ
の
瞬
間
が
大
切
で
す
。
数
多

く
の
記
録
を
作
る
ス
ポ
ー
ツ
で
も
、
必
ず
こ
の
ス
タ
ー
ト
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
時
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
が
頭
に
交
差
す
る
の
で
す
が
、
日
が
た

つ
と
全

て
の
こ

と
が
出
来

て
当
然
と
、
錯
覚
し
て
し
ま
う

の
で
す
。
そ
れ
は
自
分
た
ち
に
都
合
が
良

い
見

方
、
考
え
方
を
し
て
し
ま
う
か
ら
で
す
。

″自
分
の
考
え
方
が
正
し

い
″
と
、
あ
ま
り
我
を

張
ら
な

い
で
、
も
う

一
度
自
分
を
振
り
返

っ
て
み
る
柔
ら
か
な
心
を
備
え
る
こ
と
も
大
切
で

す
。世

の
中
は
バ
ラ
ン
ス
を
保

つ
た
め
に
移
り
変
わ
り
を
し
て

い
ま
す
。

こ
れ
が
調
和

で

す
。教

区
や
浄
青

の
和
が
と
れ
る
の
も
、
調
和
と
お
互

い
が
助
け
合

っ
て
下
さ
る
お
陰
で
す
。

た
す
け
て
く
れ
て
有
難
う
と

い
う
心
が
大
事

で
す
。
そ
れ
が
合
掌
の
姿
な
の
で
す
。

皆
さ
ん
が
ス
タ
ー
ト
に
立

っ
た
時
に
交
差
し
た
思

い
、
そ
の
心
を
保

っ
て
活
動
さ
れ
ま
す

こ
と
を
念
じ
、
先
徳

の
お
歌
を
贈

っ
て
挨
拶

の
文
と
し
ま
す
。

足
あ
と
の
　
パ
ら
ば
パ
れ

た
め
と
の
　
消
え
ね
ぼ
消
え
ぬ
　
　
　
　

〓̈

ひ
と
り
旅
行
く

常
に
ス
タ
ー
ト

2
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夏見会長のもと相談役 を努めさせて
いただきます。相談役は会長の意とす
るところを役員はじめ会員及び関係各所
の皆様に伝え、スムーズに事業が遂行す
るお手伝いをさせていただくことと思っ
ております。私自身が浄青に携われるの

もいよいよあと少しとなりましたので、
浄青の役割を会員同士で話 し合い、何が
「善」で「 自分がどこにいるのか、どこ
へ行こうとしているのか」をしっかり見
据え、いままで諸先輩から教えられてき
た浄青の真心を次の世代に伝えていきた
いと思います。皆様の御協力をぜひお願
い致 します。

前期監事 を引き受けたとき

で役を務めるのは最後だと決めていまし
た。実績はともかく、自分なりに精一杯
やってきたという満足感もあり、後輩の
メンバーが独自の発想と意欲をもって活
動に取り組む姿を見ていると、正直なと
ころ自分の居場所がないような気がした
からです。

しかし、今期相談役を引き受けまし
た。求めれば「出会い」はいくらでもひ

ろがり、「出会い」が青年僧としての自
分に大きな意味を有していたことを再確
認したからです。

浄青会に「窓際」は不要です。残り2
年、新たなる思いでのぞみます。

この度、書記の任を受けさせてI頁 きま

した。全 く初めての仕事なので何一つわ
かりませんが、皆様にご指導を仰ぎなが

ら2年間勤めていきたいと思います。ま

た、持ち前のパワーで夏見会長を盛り立

てていきたいです。どうぞ宜しくお願い

いたします。

相 談 役 l

第16期 夏見会長が就任 され、大勢の

諸先輩方が居 られる中、この大役 を仰
せつかりまして、責務の重大さを実感す
るところでございます。「輪意和以」の

テーマを心 して浄青だから出来ること、

今であるから1人 でも多くの会員が共に

1悩 み・考え、ぶつかり合いながら研鑽を
重ね同じ目標に向かい共に感動を得る。
その結果、僧侶 どうしの信頼関係 を築
けるものと確信致します。夏見会長のも
と、会員の皆様と共に、テーマを忘れる
ことなく、念仏弘通の精神をもって自分
らしさを消さずにこの役をまっとうでき
る様、精進させていただきます。

会計を任されました港南組の石川参天

です。第16期 夏見裕貴会長の下、執行

部の一員として神浄青会員皆様のご意見
が反映された神浄青活動が出来るよう努
める所存です。これからの2年間どうぞ
宜 しくお願ぃ致 します。

神浄青第16期 夏見会長のもと会計を

担当させていただく事になりました。あ

まり数字が得意ではないので皆様にご迷

惑をおかけ致しますが、一生懸命がんば

りますので皆様の暖かいご協力をよろし

くお願い申しあげます。

第16期 神浄青編集委員長を務めさせ

てI頁 く曽我高順です。

今期夏見裕貴会長のテーマである「輪

意和以」の精神を忘れずに神浄青の活動

を機関紙・対内誌・ホームページを通し

て皆様に楽 しんでいただける広報活動に

努めてまいります。

相 談 役 |
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陣川会長の後を受けて、京浜

組浄青の会長になりました白石で

す。

これからの2年間は、「伝法」

を活動のテーマに考えておりま

す。

私が入会した当時から、現教

区長の成田先生を講師に迎え、

五重相伝などの伝法の研修会を研

鑽し、佐 木々 宮林両会長の時に

は、帰敬式をそれぞれ行うことが

出来ました。

今年度は夏見裕貴上人が神浄青

の会長に就任され、大橋上人が事

務局長に。そして大谷、柴田、渡

辺、各上人も各事務局の中′亡、とな

るスタッフということで、神浄青

が今まで以上に身近に感じられ、

これからの事業に対して少し緊張

感が漂うような雰囲気の港北組で

す…。

組の事業といたしましては昨

年度同様に法式の研修会を、講

師には引き続き塩澤智彦上人に

石川覚順会長の後を受け、港南

組の会長になりました大橋俊史で

す。

港南組は4名 の先輩が卒業されま

した。会員数も少なくなりました

が、良い意味で取れば小回りが利

くともいえるでしょう。

今年度の予定行事は 3点 で

す。

一つは鎌倉組と合同で年10回 開

催の『勅修御伝』講読研修会 (講

師柴田哲彦先生)。 北条政子や九

自分一人で何かをやろうとして

も、なかなかうまくいきません。

法事や葬儀が一人で出来ても、

何かあったときに大切なのは仲

間。いつでも気軽に声をかけあえ

る、そんな関係を育てるためには

普段からの親睦が大切です。今期

のテーマ「輪意和以」― Lers和

GOH― に添うべく、当組浄青では

月1回 以上の会員同士の交流を持

ち、時には家族を交えながら親睦

を深めていきたいと思います。

それらの研修の中で、「関東に

おいては、さまざまな教化事業は

行われているが、一番の根本とな

る五重相伝 授戒などの伝法が足

らない」という、先生の言葉を聞

き当組では始めての「授戒会」を

2年後に行う予定です。

東京教区江東組では、定期的に

五重相伝会 授戒会が行われいま

すが、これも浄青で第一回目を開

催したのがきっかけということ

を聞き、今までの研修成果を実ら

お願いいたしました。内容は「慶

事法要」についてです。4月 の第

1回 目の研修会では初参り法要と

七五三法要について勉強いたしま

した,こ れからあと3回 の予定を

してお |)ま す合

葬儀や法事以外でみほとけさ

まのご縁を結ばせて頂ける法要

として、その慶事法要の意義や内

容の研究、実践に至るまで、デイ

スカッションを繰 り広げながら

有意義なものになるように会員の

条兼実などの話を含め、知ってい

るようで実は知らない法然上人の

伝記を一から勉強させていただい

ております。

二つめは港北組との合同の親睦

会。今年は中津川マス釣場で6月

末に行う予定です。

最後は青年会活動とは違うかも

しれませんが、妻帯会員にとつて

大切な奥さま方の御慰労会、日ご

ろの感謝と、在家から嫁いだ方が

多いことから寺庭の交流を深めて

近年は若い会員が増え、ますま

す活動も活発になってまいりまし

た。新しい行事 活動が出来るか

はわかりませんが、法式等の研修

会で会員相互の研鑽をはかり、例

年通りに念仏会 (礼 拝会)等 も行

いたいと思っております。

今年度も高座組青年会をどうぞ

よろしくお願いいたします。皆様

の積極的なご参加とご協力を

お待ちしております。

合掌

せ、京浜組に伝法を根付かせるた

めに、2年後の実現を目標に正会

員、賛助会員一九となって進んで

まいりたいと思います。

合掌

「和」を持って勉強してゆけたら

と思っております。

合掌

もらおうと食事会を開かせていた

だいております。

2年間背伸びをせず、他の会員

と親睦を深めながら共に歩んで行

きたいと思います。

合掌

副会長   副会長《[)

石川和弘 大谷正元

会 長
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この度、鎌倉組青年会の会長を

務めることになりました、営問浩

昭です。私のような者に会長とい

う役が務められるかわかりませ

んが諸先輩や会員諸師の御指導の

もと一生懸命務めるつもりです、

どうぞよろしくお願いします。副

会長営間伸行、事務局吉田佳之上

人、会計成賞洋史上人又、監事と

して新原千春上人、冨田浩雅上人

にお願いしております。平成14年

度の事業といたしましては、昨年

第12期 三浦組会長を務める余郷

有聡です。

夏見会長、ご就任おめでとうご

ざいます。これからもどうぞご指

導のほどお願い申しあげます。

前期三浦組は慶野匡文 杉浦

定徳 吉水祥史の三先輩による法

式、伝道の研修を中心として、そ

の成果として三崎光念寺より鎌倉

光明寺までの念仏行脚を行いまし

た。

今期三浦組は法式、伝道の研鑽

この度官澤正恭会長の後を受

け、浄土宗神奈川教区中郡組青年

会第8代会長を務めさせて頂くこ

ととなりました。

本年度27年 目を浄土宗神奈川教

区中郡青年会は、21名 の会員と共

にスタート致します。長年にわ

たり中浄青を支え続けて1頁 いた

一上人 石川上人がご卒業され、

組織としては大きな痛手ではござ

いますが、大磯 大運寺 石垣上

人が新たに加わり新制中浄青とし

て′し、を1つ にし、自行・化他・和

ここ数年、小田原組浄青会員

のほとんどが勤めを持ち実質活

動できる会員はごく僅かです。

そうした事情からこれといっ

た活動が出来ないのが現状でし

た。これについては前会長も頭

を1当 ませたに違い有りません。

そんな中、毎年12月 23日 に行

われる小田原組浄青伝統の駅

頭托鉢募金活動は寒風突き刺す

中、会員の使命感とも取れる努

度から引き続いて、港南組と合同

で、柴田哲彦先生を講師に経典講

読研修会 (勅修御伝)、 法式研修

会、家族親睦会等を予定しており

ます。

又、県浄青の事業にも積極的に

参加していきたいと思っておりま

す。どうぞ鎌倉組青年会をよろし

くお願いします。     合掌

を受け継ぎつつ、新たに一般教養

の向上を目指します。計画といた

しまして国内外の他宗派、他宗

教、他業種などとの交流、見学を

予定しています。また一昨年より

力を入れています関東ブロック研

修会への参加、ならびに光明寺十

夜出仕などの組外活動へさらに励

んでいきたいと考えています。

本年度は県浄青ソフトボール大

会の企画を三浦組が担当いたしま

す。

合の精神に基づき各諸事業に若い

情熱で挑戦していく所存でありま

す。

さて平成14年 度の事業でありま

すが、大きく2つ の事業をもって

展開してまいります=1つ は「地

球における浄土宗寺院役割の創

造」と題し、昨年度からの「仏式

結婚式をひろめよう事業Jを 切り

口に、今後中浄青が望む社会教化

事業の指針となるビジョンを策定

する予定であります。

更にもう1つ として「浄土宗青

力によリー度も途絶えることな

く今日まで続いています。

しかし、これからの小田原組

浄青を考えるに何かアクション

を起こさなければ成らないと思

い、とくに勤めを持つ若手会員

が何に悩み、何を望んでいるか

を聞き出すことができました。

いつもは笑いが売 りの我が組

ですが、それをヒタ隠し皆様が楽

しめるようにソフトボール大会遂

行に三浦浄青一同努力していきま

す。

慣れぬ努力に不備がでるかも

知れませんが、それも今回のお

楽しみと考え笑ってやってくださ

い。何かとお騒がせな組員達です

が、今期もよろしくおねがいしま

す。

合掌

年僧侶の為のスタンダード研1'の

確立」と題して、浄土宗僧侶とし

てのアイデンティティーを確認で

きる研1'プログラムを作成してい

く予定です
=

また夏見会長率いる教区青年会事

業にも積極的に参画していく所存

であります。

今後のご指導ご協力を伏してお

願い申し上げ、平成14年度中浄青

事業計画報告並びに会長挨拶とさ

せていただきます。2年間宜しく

お願い申し上げますっ   合掌

いざ実践に生かすには難しいこ

とかもしれません。

そこで今期の小田原組浄青で

は勤めを持つ若手会員たちが活

動に参加しやすい体制作りを目

標に、目線を若手会員に合わせ

活動日時を土曜日や日曜日のタ

方にしたり等努力していきたい

副会長

営間伸行

事務局

吉田佳之

副会長

、　　量
輸̈一

燿
　

剛

網

英
国
吉田健．
疇□
彬

赫̈一［］］【

馬相

長

長

長
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倉

組

〓

浦

組

中
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組

小

日

原

組

(D J

副会長

=

新藤法難  松原尚樹

輸回
(D 副会』

水道
]会』]》

=̂

(D
=

その結果は以外で、法事や通夜 と考えています。

葬儀の一般法要でした。確かに

実践仏教や加行で学んだ事を、

営間浩田

余郷有聡

=荒
弘道

柴田幸博 合掌
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